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発
掘
調
査
で
出
て
く
る
モ
ノ
に
は
何
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
。
小
判
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
化
石
で
し
ょ

う
か
。

　
答
え
は
、
ど
ち
ら
も
正
解
で
す
。
た
だ
、
両
者
に

は
「
ど
の
学
問
の
発
掘
調
査
か
」
と
い
う
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。
小
判
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
で
き

た
モ
ノ
で
す
。
一
方
、
化
石
は
人
類
が
誕
生
す
る
前

の
モ
ノ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
「
考
古
学
」

の
対
象
で
、
後
者
は
「
古
生
物
学
」
の
対
象
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
で
は
毎
年
約
八
千
件
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
（
註
一
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
み

な
ら
ず
、
世
界
各
地
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
一
宮
市
で
も
大
正
十
五
年
か
ら
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、

一
宮
市
の
遺
跡
総
数
は
、
滅
失
（
現
在
は
失
わ
れ
て

い
る
）
遺
跡
を
入
れ
る
と
約
四
百
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
実
際
に
調
査
を
行
っ
た
遺
跡
か
ら
は
、

皿
や
壺
、
石
器
や
古
銭
な
ど
様
々
な
遺
物
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
考
古
学
の
対
象
の
と
あ
る
遺

物
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
北
部
に
あ
る
大
毛
沖
遺
跡
（
大
毛
）
と
い
う

遺
跡
か
ら
、「
木
製
鐙
」
と
い
う
遺
物
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す（
表
紙
写
真
）。

鐙
と
い
う
の
は
馬
具

の
一
つ
で
す
。
馬
に

跨
っ
た
際
に
足
を
か

け
る
道
具
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　
遺
跡
か
ら
見
つ
か

る
鐙
に
は
、
主
に
金

属
製
の
も
の
と
木
製

の
も
の
と
が
あ
り
ま
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は
じ
め
に

　
　
　
い
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み
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激
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（
註
一
）
水
ノ
江
　
和
同
　
二
〇
二
〇
『
入
門
　
埋
蔵
文
化

財
と
考
古
学
』
同
成
社

（
註
二
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
六
『
大
毛

沖
遺
跡
』
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書

六
六

（
註
三
）
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
五
『
秋
田

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
二
九
』
秋
田
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

主
要
参
考
文
献

　
公
益
財
団
法
人
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
　
二

〇
一
五
『
箕
輪
遺
跡
二
四
』
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
二
五
四

す
が
、
木
製
の
鐙
は
出
土
例
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
は
、
五
十
遺
跡
六
十
三
例
の
確
認
が
あ
り
、

愛
知
県
で
は
一
宮
市
以
外
に
も
三
遺
跡
で
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
木
製
鐙
は
、
そ
の
形
状
に
よ
っ
て
主
に
三
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

Û
　

輪
鐙
　

古
墳
時
代
に
み
ら
れ
る
形
態

　

Ù
　

壺
鐙
　

古
墳
〜
奈
良
時
代
に
み
ら
れ
る
形
態

　

ı
　

舌
鐙
　

奈
良
時
代
以
降
に
み
ら
れ
る
形
態

　
大
毛
沖
遺
跡
の
木
製
鐙
は
「
舌
鐙
」
と
呼
ば
れ
る

タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
九
〜

十
世
紀
前
半
代
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
（
註
二
）
。
ま
た
、

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
左
足
用
の
鐙
で
あ
る
こ

と
や
、
全
面
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
他
の
木
製
鐙
で
も
、
漆
を
塗
っ
て

い
る
例
は
い
く
つ
か
あ
り
、

こ
う
し
た
こ
と

か
ら
大
毛
沖
遺

跡
の
木
製
鐙

も
丁
寧
に
作

る
こ
と
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
木
製
鐙
は
当
時
の
役

所
的
な
役
割
を
担
う
場
所
か
ら
出
土
す
る
傾
向
も
指

摘
（
註
三
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
毛
沖
遺
跡
で
は
、
木
製
鐙
と
同
じ
時
期
の
土
器

に
文
字
を
書
い
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
資
料
の
出
土
か
ら
は
文
字
を
書
け
る
人
物

が
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。
木
製
鐙
の
出
土
と
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、
遺
跡
周
辺
に
、
身
分
の
高
い
人
物

が
い
た
こ
と
や
、
役
所
的
な
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
の

可
能
性
を
指
摘
で
き
ま
す
。

　
鐙
は
、
材
質
や
形
状
は
昔
の
ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
代
で
も
使
わ
れ
て
い
る
道
具
で
す
。
今
回

取
り
上
げ
た
木
製
鐙
は
、
古
代
の
人
間
が
使
っ
て
い

た
道
具
や
技
術
が
我
々
の
生
き
て
い
る
時
代
に
も
息

づ
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
資
料
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　

中
尾
真
琴
）

　

わつ
ぼ

し
た

　
　
　
遺
物
は
語
る

▲墨書土器（大毛沖遺跡出土）▲墨書土器（大毛沖遺跡出土）

ê
鐙
の
分
類（『
日
本
馬
具
大
鑑
』鈴
木
友
也
よ
り
）
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月
に
一
度
第
二
日
曜
日
に
ス
ポ
ー
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
短
歌
教
室
が

開
か
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　

市
民
短
歌
教
室
で
は
真
清
短
歌
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
、

意
見
の
交
換
、
持
ち
寄
っ
た
短
歌
の
批

評
、
短
歌
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

真
清
短
歌
会
は
、
市
民
短
歌
教
室
の

ほ
か
に
、
新
年
短
歌
大
会
、
七
夕
ま
つ

り
短
歌
大
会
、
一
宮
市
芸
術
祭
参
加
市

民
短
歌
大
会
と
、
年
に
三
回
の
短
歌
大

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
四
回
の
同
人
誌
「
蒼
原
」
の
発

行
も
楽
し
み
で
す
。
会
員
が
六
首
の
短

歌
を
投
稿
し
、
選
者
の
方
に
講
評
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
他
に
エ
ッ
セ

イ
な
ど
も
投
稿
し
て
お
り
、
令
和
六
年

の
一
月
号
で
は
、
昭
和
二
十
年
の
第
一

号
か
ら
数
え
て
通
算
第
五
百
号
と
な
り

ま
す
。

　

真
清
短
歌
会
で
は
過
去
に
宮
中
の

「
歌
会
始
」
の
預
選
者
（
詠
進
歌
の
中

で
も
特
に
優
れ
た
「
選
歌
」
の
作
者
）

を
多
く
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
も

多
く
の
人
が
預
選
者
に
な
る
べ
く
、
毎

年
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
真
清
田

神
社
の
短
冊
祭
や
観
月
祭
で
は
、
奉
仕

献
詠
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
真

清
短
歌
会
か
ら
多
く
の
方
が
預
選
歌
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

吟
行
会
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ

の
数
年
は
、
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

バ
ス
で
の
行
事
に
替
え
て
ほ
か
の
案
を

模
索
中
で
す
。

　

短
歌
は
基
本
的
に
は
三
十
一
文
字
の

定
型
を
守
り
な
が
ら
自
由
に
思
い
を
歌

に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
胸
の
内
を
新

た
に
発
見
し
た
り
、
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら

し
た
り
、
一
首
で
き
上
が
っ
た
時
の
達

成
感
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で

す
。
活
字
に
な
っ
た
自
分
の
歌
を
読
む

の
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。
短
歌
を
詠
う

題
材
に
は
頭
を
悩
ま
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
街
路
樹
に
見
か
け
た
鳥
、

鉢
植
え
仕
事
に
手
を
止
め
見
上
げ
た
空
、

冬
な
ら
遠
く
見
え
る
伊
吹
山
、
春
に
は

咲
き
始
め
る
花
々
、
家
族
と
の
会
話
の

楽
し
い
や
り
取
り
、
そ
し
て
そ
の
中
に

自
身
の
感
情
を
入
れ
込
め
ば
言
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
と
、
歌
が
日
記
の
代
わ
り
に
な

る
と
い
う
愉
し
み
も
あ
り
ま
す
。
歌
を

読
み
返
す
こ
と
で
そ
の
当
時
の
事
を
あ

り
あ
り
と
思
い
返
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か
外
出
が
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
と
き
も
、
メ
モ
用
紙
と

ペ
ン
が
あ
れ
ば
、
思
い
を
一
首
に
し
て

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
迄
短
歌
に
縁
の
な
か
っ
た
方
、
ま

た
前
々
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
方
、
一
度

ぜ
ひ
市
民
短
歌
教
室
（
八
頁
参
照
）
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

短
歌
へ
の
お
誘
い

　
　

短
歌
部
門　

真
清
短
歌
会　

冨
板　

美
子

エッセイ 

七夕まつり短歌大会（令和5年7月）

同人誌「蒼原」
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日
時
e
令
和
６
年
１
月　

日
∂

２１

　
　
　

正
午
〜

会
場
e
扶
桑
文
化
会
館（
丹
羽
郡
扶
桑

町
高
雄
福
塚
２
０
０
）

入
場
料
e
無
料

内
容
e
本
協
会
に
所
属
す
る
一
宮
三
曲

協
会（
邦
楽
）を
は
じ
め
、
西
尾

張
部　

市
町
村
の
文
化
協
会
の

１０

代
表
が
詩
吟
や
ダ
ン
ス
、
バ
イ

オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
を

披
露
し
ま
す
。

　
　

月　

日
∏
〜　

日
∂
、
愛
知
県
美

１０

２４

２９

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
第　

回
愛
知

４８

県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は　

名
の
方
が
出
品
さ

１５

れ
、
寺
澤
侑
見
子
さ
ん（
洋
画
部
門
）が

特
選
に
、
櫻
井
曉
子
さ
ん（
洋
画
部
門
）、

桐
山
要
さ
ん（
書
部
門
）が
奨
励
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
長
久
手
市
文
化
の
家

１０

２２

を
会
場
に
、
愛
知
県
民
茶
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と

長
久
手
市
文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

５
つ
の
文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ

れ
、
当
日
は
約
１
、
１
０
０
人
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

１３

１０

３
月
９
日
º　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）７
３
７
２

６９

日
時
▼
１
月　

日
º
・　

日
º

１３

２７

　
　
　

２
月　

日
º
・　

日
º

１０

２４

　
　
　

３
月
９
日
º
・　

日
º

２３

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議
室

内
容 
▼   
実
地
指
導（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
（
見
学
は
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

「on your terrace」　大島 麻琴

『
狂
俳
月
例
会
』

　
10
月
14
日
º
に「
い
ち
の
み
や

文
芸
２
０
２
３
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

随
想
・
随
筆
、現
代
詩
、漢
詩
、短
歌
、

俳
句
、狂
俳
、川
柳
の
７
部
門
あ
わ

せ
て
２
３
５
名
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
１
、８
３
２
作
品
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、手
に
取
っ

て
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

　
価
格
は
１
冊
８
０
０
円
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
務
局(

市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
）ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。 

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』を
発
刊 

西
尾
張
部
芸
能
大
会

愛
知
県
民
茶
会（
報
告
）

第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展（
報
告
）

４８

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

寺澤侑見子さん「Sincerely」



【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１４

１１

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実

作
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課（
A（　

）７
０

８５

７
４
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
６
日
∏

１６

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

で
行
い
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２１

１８

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民

俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、
参

加
希
望
日
・
当
季
雑
句
２

句（
初
参
加
の
方
は
希
望

者
の
み
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
参
加
経
験
の
有

無
を
記
入
の
上
、送
付（
〒

　
―　
　

本
庁
舎
生
涯
学

４９１

８５０１

習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

２７

２４

３
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２３

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方

を
は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背

景
に
も
触
れ
な
が
ら
初
め
て

の
方
に
も
分
か
り
や
す
く

「
唐
詩
三
百
首
」
を
解
読
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
さ
ん （
東
洋
文
化
振

興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２８

２５

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一

宮
川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課（
A（　

）７
０

８５

７
４
）

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
事
前
募
集
し
た
中
か
ら
互
選

に
よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま

す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
１
月　

日
π
ま
で
に
ハ
ガ

１０

キ
に
て
雑
詠
一
首
提
出

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書

道
会
一
宮
支
部
】

　

A
０
９
０
―

４
２
６
５
―

６
０
９
８

日
時
▼
２
月　

日
∂

２５

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
▼「
隷
書
を
学
ぶ
」
―
篆
書
・
隷

書
・
草
書
・
行
書
・
楷
書
の

五
体
書
の
変
遷
―

講
師
▼
横
井
宏
軒
さ
ん              （
公
益
社
団

法
人 
中
部
日
本
書
道
会 
副

理
事
長
）

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場
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『
市
民
俳
句
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

『
令
和
ˆ
年
度（
公
社
）中
部
日

本
書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

e
本
誌
を
ご
覧
に
な
り
、
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
下
記
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
市
民
短
歌
教
室
』

令
和
ˆ
年
度
文
化
講
演
会
は
、諸
般
の

事
情
に
よ
り
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。


